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低速の多価イオンが入射イオンビーム軸に対して傾いた絶縁体毛細管内を進行する現象 1) が発

見され、そのガイド効果を利用した応用研究が活発に行われている。このイオンビームガイド効

果は、主に多価イオンと絶縁体表面原子の電荷交換過程による正の帯電が後続の多価イオンに対

して静電的斥力を及ぼすことで生じると考えられている。しかしながら、多価イオンと固体表面

の相互作用は複雑であるため、帯電だけで現象を理解できるかどうかについては懐疑的な見方も

ある。というのも、毛細管内は外部より真空環境が悪く、多価イオンは多くの吸着不純物原子と

相互作用するからである。前回の報告 2)では、毛細管ではなく二枚のガラス円筒面を対向させた

ガラス円筒面チャネルを用いて、出射したイオンの変位、エネルギー、質量電荷比を測定した。

その結果、出射したイオンがエネルギーと質量電荷比共に維持したままわずかに偏向したことを

確認した。 しかし、出射したイオンが偏向する過程の詳細は不明であった。 

そこで、本研究では出射したイオンの位

置と形状の時間発展を調査した。具体的に

は円筒面ガラスチャネルを一定の角度に傾

けたまま Ar6+イオンビームを照射し続けた

ときの出射イオンの位置と形状の時間発展

を測定した。また、凹凸チャネルと両凸チ

ャネルを用いることで、照射した絶縁体表

面の形状の違いを比較した。 

Fig.1 は 2 種の円筒面ガラスチャネルによ

る出射イオンの偏向角の時間発展を示して

いる。凹凸でも両凸でも、時間経過に伴い

徐々に出射イオンが偏向したが、凹凸チャ

ネルの方が、両凸チャネルより大きく偏向

した。 
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Fig.1  2 種類の円筒面ガラスチャネルによる 

   出射イオンの偏向角の時間発展 

凹凸チャネル チルト角 2° 

凸凸チャネル チルト角-3° 
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